
令和元年11月８日 五農祭、お疲れさまでした。季節は秋から冬へと進み、１日の寒暖差がますま

五所川原農林高等学校 す大きくなります。寒暖差が大きいとエネルギーが余分に必要で、疲れもたまり

保 健 室 ます。十分な休養や衣服の調節などで体調を管理し、本格的な冬に備えましょう。

１1月8日は 『いい歯の日』 です。

日本歯科医師会が1993年（平成5年）、11月８日を「い（１）い（１）歯（８）」の語呂合わせで設定したもので、

「いつまでも美味しく、そして、おいしく、楽しく食事をとるために、口の中の健康を保っていただきたい」という願いをこめてある

そうです。みなさん、歯や歯ぐきを大切にしていますか？ 歯と口の中の健康について考えたことがありますか？近年は、臨床研究や

疫学調査などから、歯・口の健康と全身疾患との間に深い関係があることが分かり、口の中の健康も重要視されてきています。

この機会に、歯と口腔の健康についての知識を深め、自分自身の歯や口の中の健康管理について考えてみましょう。

治療をしていないう歯がある生徒が全校でまだ １６２人 もいます。６月に全員

に歯科検診の結果を配付しましたが、自分の結果を見ましたか? 家の人と治療につ

◆４月の歯科検診の結果は、 いて話をしましたか？

う歯（むし歯）がない人 ８０人（ 20.1 ％） 治療に行っていない理由として考えられるのは、

う歯を全部治療済みの人 １３６人（ 34.1 %）

治療をしていないう歯がある人 １８３人（ 45.9 ％） でした。 ○むし歯はあるみたいだけれど、痛くもないし、このままで大丈夫だろう

むし歯がある人の割合は 全校の約４６％ でした。３年前より５％程減少している ○気にはなっているけれど、積極的に治療へ行こうとは思わない

ものの、それでもとても多い状況です。 ○部活や遊びで放課後や休日は忙しいし、後回しにしている

ちなみにう歯のある人の割合は、全国平均では17.8％、青森県平均では26.5％です。 ○お金がかかるから

五農のう歯のある人の割合は全国平均より約30％、県平均より約20％多い状態です。

3年前よりは改善されてはいるものの、まだまだよい状況ではありません。 などでしょうか？

◆11月７日現在のう歯の治療状況 ※報告書提出分 しかし、自分の歯です。歯も大切な体の一部。むし歯は病気の１つです。体調管

理をするのと同じように、歯と口の中の健康もきちんと管理しなくてはならないの

です。むし歯も他の病気と同様に、かかったら治療が必要なのです。

これまでに何度も何度も何度も言っていますが、むし歯は自然に治りません。進

行すればするほど治療に日数とお金がかかります。精神的な苦痛も大きくなります。

治療が必要な１６２人のみなさん、今年のうちに治療をはじめましょう！ 3年生

は進学・就職する前に治療を済ませてしまいましょう。進学・就職後は慣れない土

地だったり、時間がないなどの理由でますます治療の機会がなくなりますよ。１･

治療へ行った人はわずか2３人（12.4％）でした。 2年生は冬休みなどを利用し治療をしましょう。 ★裏面もあります⇒

う歯のある人 治療に行った人 治療完了率（％）

１学年 62 9 14.5

２学年 65 11 16.9

３学年 58 3 5.2

全校 185 23 12.4
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インフルエンザって怖いの？

発症したかも…どうすればいい？

家族が発症したら？

カゼとインフルエンザ
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